
瀬谷 1
瀬谷土木事務所車庫・燃料庫アスベスト対策工
事の実施設計及び施工

１　実施設計

２　建築工事
市民局 －

瀬谷 2 都市計画道路横浜厚木線の事業化 　路線測量、概略設計及び用地取得費 道路局 －

政策局

環境創造局

道路局

環境創造局

瀬谷 5 瀬谷本郷公園の整備 　公園東側の外周道路整備（付け替え）工事の着手 環境創造局 ○

瀬谷 6 二ツ橋北部地区のまちづくりの事業推進

１　第１期地区の事業推進にかかる事業費（換地設計費、
減価買収費、補償費、実施設計費、測量費、工事費等）

２　第２期以降地区の事業計画決定に向けた事業計画作成

３　172haのうち、長期事業未着手地区の取り扱いの検討
（整備計画（案）図書作成、基盤整備状況追加調査など　）

都市整備局 ○

瀬谷 7 区設置の防災スピーカー年間保守管理
　平成31年４月から運用を開始した、瀬谷区内４基の防
災スピーカー及び各区の防災スピーカーについて局の事
業での保守管理の実施

総務局 －

瀬谷 8
地区センター等緊急対応予算の増額及び地域
ケアプラザ合築施設における修繕費の扱いの
統一

１　地区センター等緊急対応予算の増額

２　地域ケアプラザ合築施設である地区センターの基本協定
書において、修繕費の扱いを、年額を考慮した内容に変更

市民局 ○

政策局

都市整備局

道路局

境川水系における総合的な治水対策の推進

瀬谷 9
国際園芸博覧会来場者等をおもてなしする魅
力空間の創出

瀬谷 3 花と緑あふれるまちの実現と環境の維持管理

瀬谷 4

提案区 項　目 所管局
番
号

対応
※一部対応

含む

令和２年度予算編成に向けた「区提案反映制度」項目・対応状況一覧

提 案 内 容 の 概 要

１　イベント運営費用の補助

２　緑化推進に係る維持管理

３　区民ボランティア・地域団体等への花苗購入

４　近隣自治体への広報・PR

１　河川改修に向けた調査、測量、工事、流域住民への
周知、関係機関との連携・阿久和川用地買収のための地
権者調整

２　境川流域水害対策計画の早期策定に向けた関係機関
との協議

１　瀬谷駅北口駅前広場及び歩行者専用道路の基盤整備と
アクセスルート充実への対応

(１)基盤整備と快適な魅力空間の創出
(２)アクセスルート等の充実

２　海軍道路の桜並木の再生と魅力空間演出への対応
(３)桜並木の再生
(４)園芸博会場までの海軍道路の魅力的な空間演出

３　相鉄瀬谷駅の改良への対応

(５)相鉄瀬谷駅利用者の検討

４　交通ネットワークの充実への対応

(６)周辺既存道路の改良等

○

○

○



（様式２－２）

担当者名 阿部 TEL

所管
局名

共通区

継続年数 新規
添付
資料

番号

予算関連

制度関連

市民局地域施設課 近藤

局回答内容

担当者名 近藤 TEL

対応しない場合

◇課題に対する局の考え方

厳しい財政状況の中、予算化することは困難です。

◇対応する場合の課題

周囲にアスベストが飛散しないよう、対策工事を実施する必要がある。

対応する場合
◇対応の内容

市民局 地域施設課

671-2086

対応の有無 対応しない 予算化見送り

参考：区執行体制上の課題 現行の体制で対応

局事業名 区庁舎設備等改修事業

所管局課・担当者

◇課題解決のための方策

①実施設計
②建築工事

提案内容
・

概算額等
実施設計及び工事費　　　　　千円

令和２年度予算編成に向けた区提案反映制度調書

瀬谷区 土木事務所

364-1105

市民局

防災機能喪失や健康リスクにかかる区民からの具体的な要望が出る前に対処したい。

◇これまでの区としての対応　※区運営方針に位置づけられているものはその旨記載してください。

平成29年度に下調作成。営繕要求を出していますが実現していません。
【瀬谷区運営方針】　「安全・安心のまちづくり」

提案種別 項　　　　　　　目

1 瀬谷土木事務所車庫・燃料庫アスベスト対策工事の実施設計及び施工

地域のニーズと
解決策

◇地域の課題、基礎データ等

・屋根及び外壁にアスベストを含む建材が使用されており、特に屋根の風化が著しく、一部
の崩落が始まっている。
・震災発生の場合は屋根が崩落して格納されている車両、機械工具及び燃料がアスベストを
含むがれきに覆われる蓋然性が高い。
・がれきの下から車両、機械工具又は燃料を取り出す作業はレベル3のアスベスト作業にな
るため、特別教育を受けた職員の配置と作業にあたる職員全員分の保護具が必要になるが、
現状ではそのいずれも配置されてないことから自力での作業が出来ず、災害対応能力が大き
く損なわれることになる。
・燃料庫は防爆構造になっており、火災の際には屋根が吹き飛んで地上への被害を防
ぐようになっているが、その場合はアスベストを含む建材が破損飛散することになる
ので、近隣居住者、来庁者、職員に対する健康上のリスクが発生する。

◇地域ニーズ等の収集手段

□１　日常の窓口対応等　　□２　市民からの提案等　　□３　地区担当制　　□４　地域懇談会等
□５　区民アンケート　　　□６　区民要望　　　　　　□７　関係団体からの要望
■８　その他（瀬谷土木事務所アスベスト調査）

◇区民からの具体的な要望



（様式２－２）

担当者名 山口 TEL

所管
局名

共通区

継続年数 7年以上
添付
資料

番号

予算関連

制度関連

局回答内容

担当者名 周治、原 TEL

対応しない場合

◇課題に対する局の考え方

平成28年３月に公表した「都市計画道路の優先整備路線」において、横浜厚木線の相鉄三ツ
境駅付近から丸子中山茅ヶ崎線までの区間は優先的に事業着手する路線としています。現
在、事業中の路線を集中的に進めている状況です。他の事業中路線の進捗状況等を見なが
ら、効率的、効果的な整備を検討し、順次事業化を図っていきます。

◇対応する場合の課題

局事業名 街路整備事業

提案内容
・

概算額等
路線測量、概略設計及び用地取得費

道路局企画課　周治係長、原

対応する場合
◇対応の内容

671-2777

対応の有無 対応しない 予算化見送り

道路局 企画課

所管局課・担当者

令和２年度予算編成に向けた区提案反映制度調書

瀬谷区 土木事務所

364-1105

道路局

参考：区執行体制上の課題 現行の体制で対応

提案種別 項 目

2 都市計画道路横浜厚木線の事業化

地域のニーズと
解決策

◇地域の課題、基礎データ等

　都市計画道路横浜厚木線は、区内を東西に走る主要道路ですが、区内ほぼ全線にわたり現
況２車線となっています。特に相鉄三ツ境駅南側区間は、歩道が狭小で歩行者や自転車等の
利用者の安全が確保できない状況となっています。また、沿線には区役所や警察署などの主
要官公庁があり、瀬谷区にとって防災上重要な道路です。
　旧上瀬谷通信施設跡地の利用計画や2027年の国際園芸博覧会誘致等を考慮すると、瀬谷区
内の道路ネットワークの早急な整備が必要だと考えます。

◇地域ニーズ等の収集手段

□１　日常の窓口対応等 □２　市民からの提案等 □３　地区担当制 □４　地域懇談会等
□５　区民アンケート ■６　区民要望 ■７　関係団体からの要望
□８　その他（ ）

◇区民からの具体的な要望

横浜建設業協会瀬谷区会から、防災の観点上、幹線道路である主要地方道丸子中山茅ヶ崎と
交差する南台交差点までの４車線化が要望されています。

◇これまでの区としての対応　※区運営方針に位置づけられているものはその旨記載してください。

緊急輸送路、災害時体制の検討により主要地方道横浜厚木の重要性について再確認していま
す。（令和元年度）
【瀬谷区運営方針】　「安全・安心のまちづくり」
【道路局運営方針】　「市民生活の安全・安心の確保」、「横浜の持続的な成長・発展を支

える都市基盤の整備」
◇課題解決のための方策

①相鉄三ツ境駅南口付近から主要地方道丸子中山茅ヶ崎と交差する南台交差点までの早急な
事業化（４車線化）
②区内の都市計画道路全線の早期整備



（様式２－２）

担当者名 古市 TEL

所管
局名

共通区

継続年数 新規
添付
資料

番号

予算関連

制度関連

局回答内容

担当者名 冨田・細谷 TEL

局回答内容

担当者名 大浦 TEL

対応しない場合

◇課題に対する局の考え方

◇対応する場合の課題

政策局国際園芸博覧会招致推進室　冨田係長、細
谷
環境創造局みどりアップ推進課　  大浦係長

対応する場合

◇対応の内容

ガーデンシティ横浜を推進するため、瀬谷オープンガーデン事業及び緑化活動支援に資す
る区配予算をみどりアップ計画「地域に根差した緑や花の楽しみづくり」事業で計上しま
す。

671-2629

対応の有無 対応する 既存の事業で対応する

政策局 国際園芸博覧会招致推進課

671-4627

対応の有無 対応する 既存の事業で対応する

対応する場合

◇対応の内容

国際園芸博覧会の開催に向けた広報ＰＲ・機運醸成に関する予算を計上。

対応しない場合

◇課題に対する局の考え方

◇対応する場合の課題

局事業名 国際園芸博覧会推進事業、ガーデンシティ事業

提案内容
・

概算額等

○イベント運営費用の補助（瀬谷オープンガーデンの継続開催、瀬谷駅北口でのイベン
ト、大花壇の設置等）
○緑化推進に係る維持管理費
○区民ボランティア・地域団体等への花苗購入費
○近隣自治体（大和市・町田市）への広報・PR

◇課題解決のための方策

①イベント（プロモーション）の充実と効果的な情報発信
②緑化推進の継続的な活動支援（維持管理、花苗の配布、育苗支援等）

環境創造局 みどりアップ推進課

所管局課・担当者

令和２年度予算編成に向けた区提案反映制度調書

瀬谷区 区政推進課

367-5631

政策局・環境創造局

参考：区執行体制上の課題 現行の体制で対応

提案種別 項 目

3 花と緑あふれるまちの実現と環境の維持管理

地域のニーズと
解決策

◇地域の課題、基礎データ等

　瀬谷区ではガーデンレックレスと連携し、個人宅の庭や公園の花壇等を瀬谷区の魅力的
な名所として区内外に伝えるために区民協働によるオープンガーデンを実施しています。
また、瀬谷駅北口駅前大花壇の設置や旧上瀬谷通信施設の海軍広場でのイベント実施など
花と緑あふれる取組を実施しています。元年度は国際園芸博覧会の機運醸成のための取組
としても合わせて行っています。
　国際園芸博覧会の開催地元区としては、機運醸成のために花と緑あふれるまちの実現に
向けた取組と、さらなる緑化推進が不可欠であり、国際園芸博覧会の開催前はもとより、
開催後の維持管理も含めて継続的かつ安定的な予算の確保が必要です。

◇地域ニーズ等の収集手段

□１　日常の窓口対応等 □２　市民からの提案等 □３　地区担当制 □４　地域懇談会等
□５　区民アンケート ■６　区民要望 ■７　関係団体からの要望
□８　その他（ ）

◇区民からの具体的な要望

　瀬谷オープンガーデンを始めとした花と緑に関する取組は区民アンケートからも継続を
望む声が多く、また国際園芸博覧会の機運醸成のためのさらなる取組が求められている。

◇これまでの区としての対応　※区運営方針に位置づけられているものはその旨記載してください。

「令和元年度 瀬谷区運営方針」では、目標達成に向けた施策（魅力の創出、区民協働の推
進）において、国際園芸博覧会の招致に向けた機運の醸成の取組を進めていくとしていま
す。



（様式２－２）

担当者名 服部、村野 TEL

所管
局名

共通区

継続年数 6年
添付
資料

番号

予算関連

制度関連

局回答内容

担当者名
中島（河川事業課）
尾崎（河川企画課） TEL

局回答内容

担当者名 石田 TEL

令和２年度予算編成に向けた区提案反映制度調書

瀬谷区 区政推進課

367-5631

道路局、環境創造局

参考：区執行体制上の課題 現行の体制で対応

提案種別 項 目

4 境川水系における総合的な治水対策の推進

地域のニーズと
解決策

◇地域の課題、基礎データ等

・二級河川境川は、神奈川県横浜市、大和市、相模原市、藤沢市、鎌倉市、東京都町田市を流
域とし、神奈川県が管理する瀬谷区西部の区間では、過去に数多く溢水や避難判断水位に到達
しています。
・横浜市が河川事業を進めている和泉川・阿久和川の未改修区間では、河川法に基づく境川水
系河川整備計画により、河川改修を順次進めていく必要があります。
・あわせて、境川流域は特定都市河川浸水被害対策法に基づき、河川管理者・下水道管理者・
地方公共団体等が連携して総合的な浸水被害対策に取り組むために、境川流域水害対策計画を
策定する必要があります。

【基礎データ】
・境川水系河川整備計画

平成27年4月21日　河川管理者である横浜市、神奈川県及び東京都と共同策定
・境川流域水害対策計画（案）

神奈川県、東京都、横浜市、相模原市、鎌倉市、藤沢市、大和市及び町田市が共同で策定
に向けて作業中であり、平成28年６月に県民意見（パブリック・コメント）実施済。

◇地域ニーズ等の収集手段

■１　日常の窓口対応等 ■２　市民からの提案等 ■３　地区担当制 □４　地域懇談会等
□５　区民アンケート □６　区民要望 □７　関係団体からの要望
□８　その他（ ）

①道路局河川事業課　中島係長
②道路局河川企画課　尾崎係長

環境創造局下水道事業マネジメント課　石
田係長

◇区民からの具体的な要望

　境川流域（阿久和川等）の治水対策や、区民意見を考慮した境川流域水害対策計画の早期策
定について要望があります。

◇これまでの区としての対応　※区運営方針に位置づけられているものはその旨記載してください。

　「都市計画マスタープラン瀬谷区プラン」では、水害に強いまちづくりとして「未改修の護
岸や遊水地の整備など治水対策を進めます。」としています。

局事業名 都市基盤河川改修事業

提案内容
・

概算額等

①河川改修に向けた調査、測量、工事、流域住民への周知、関係機関との連携
・阿久和川：用地買収のための地権者調整（委託費）
②境川流域水害対策計画の早期策定に向けた関係機関との協議

◇対応する場合の課題

◇課題解決のための方策

①境川水系河川整備計画に基づいて実施している時間降雨量50mmに対応する河川改修の早期実
施

・阿久和川等の未改修箇所の河川改修
②境川流域水害対策計画の早期策定

所管局課・担当者

道路局
河川事業課
河川企画課

671-3982(河事）
671-2858（河企）

対応の有無 対応する 既存の事業で対応する

対応する場合

◇対応の内容

執行段階において予算の範囲内で事業の優先順位等を考慮し、実施する予定です。（河川事業課）
　また、神奈川県や東京都等といった境川流域内の関連自治体ならびに下水道管理者である環境創造局と
連携し、境川流域水害対策計画の早期策定に取り組んでいきます。（河川企画課）

対応しない場合

◇課題に対する局の考え方

環境創造局 下水道事業マネジメント課

671-2838

対応の有無 対応する 既存の事業で対応する

対応する場合

◇対応の内容

道路局及び、境川流域水害対策計画の計画策定主体である神奈川県と連携し、調整を進めてい
きます。

対応しない場合

◇課題に対する局の考え方

◇対応する場合の課題



（様式２－２）

担当者名 服部、村野 TEL

所管
局名

共通区

継続年数 7年以上
添付
資料

番号

予算関連

制度関連

局回答内容

担当者名 加藤、内野 TEL

令和２年度予算編成に向けた区提案反映制度調書

瀬谷区 区政推進課

367-5631

環境創造局

公園利用者が安全に公園を利用できるよう、外周道路の車道、歩道の整備要望があります。

◇これまでの区としての対応　※区運営方針に位置づけられているものはその旨記載してください。

　「都市計画マスタープラン瀬谷区プラン」では、多様性のある公園づくりとして、「公園
の改修にあわせて、高齢者や子育て世代の交流の場などとして、地域の特性やニーズに応じ
た改善を進めていきます。」としています。

提案種別 項　　　　　　　目

5 瀬谷本郷公園の整備

地域のニーズと
解決策

◇地域の課題、基礎データ等

・瀬谷本郷公園は、瀬谷区においてスポーツができる地区公園を整備するため、平成10年11
月に都市計画決定された公園です。
・公園用地の北側区域については、野球場、テニスコート、駐車場が整備され、平成14年5
月に供用開始されています。
・公園用地の南側区域については、長年にわたり未整備区域となっていましたが、令和２年
４月の供用開始に向けて、公園整備工事が進められています。
・公園整備工事に引き続き、外周道路整備（付け替え）工事を行い、公園利用者が安全快適
に利用できるよう外周道路の拡幅と歩道を整備する必要があります。

【基礎データ】
都市計画決定　：平成10年11月25日
面　積　　　　：5.8ha（うち、南側未整備地区：1.8ha）
公開日（北側）：平成14年5月1日

◇地域ニーズ等の収集手段

■１　日常の窓口対応等　　■２　市民からの提案等　　■３　地区担当制　　■４　地域懇談会等
□５　区民アンケート　　　□６　区民要望　　　　　　□７　関係団体からの要望
■８　その他（　整備に向けた地元説明会　　　　　　　）

◇区民からの具体的な要望

参考：区執行体制上の課題 現行の体制で対応

局事業名 公園整備事業

所管局課・担当者 環境創造局公園緑地整備課　加藤係長、内野

◇課題解決のための方策

・地域の実情を考慮した公園整備に向けた事業促進
・公園整備工事に続く外周道路整備（付け替え）工事

提案内容
・

概算額等
公園東側の外周道路整備（付け替え）工事の着手（工事費）

対応する場合
◇対応の内容

外周道路の整備及び、道路移管のための道路台帳の作成を行います。

環境創造局 公園緑地整備課

671-2653

対応の有無 対応する 既存の事業で対応する

対応しない場合

◇課題に対する局の考え方

◇対応する場合の課題



（様式２－２）

担当者名 服部、村野 TEL

所管
局名

共通区

継続年数 7年以上
添付
資料

番号

予算関連

制度関連

局回答内容

担当者名 鈴木・壬生 TEL

対応しない場合

◇課題に対する局の考え方

◇対応する場合の課題

局事業名 二ツ橋北部土地区画整理事業

提案内容
・

概算額等

・第１期地区の事業推進にかかる事業費（換地設計費、減価買収費、補償費、実施設計
費、測量費、工事費等）
・第２期以降地区の事業計画決定に向けた事業計画作成費
・172haのうち、長期事業未着手地区の取り扱いの検討（整備計画（案）図書作成、基盤
整備状況追加調査など　         （千円））

都市整備局二ツ橋北部土地区画整理事務所
森係長
都市整備局 市街地整備推進課 佐久間係長

対応する場合

◇対応の内容

第1期地区の事業推進に係る事業費（換地設計費、減価買収費、補償費、工事費等）及び
第2期地区の事業化に向けた不動産鑑定評価、建物外見調査等

363-3110

対応の有無 対応する 既存の事業で対応する

都市整備局 二ツ橋北部土地区画整理事務所

所管局課・担当者

令和２年度予算編成に向けた区提案反映制度調書

瀬谷区 区政推進課

367-5631

都市整備局

参考：区執行体制上の課題 現行の体制で対応

提案種別 項　　　　　　　目

6 二ツ橋北部地区のまちづくりの事業推進

地域のニーズと
解決策

◇地域の課題、基礎データ等

・二ツ橋北部地区については、昭和33年の都市計画決定以降、40年代からスプロールによ
る急速な市街化が進行したため、全体の事業実施は非常に困難な状況といえます。
・地区内の都市計画道路三ツ境下草柳線については瀬谷駅北地区及び三ツ境駅周辺で一部
整備済となっていますが、Ｃ地区（相沢一・二丁目、二ツ橋町部分）は未整備区間となっ
ています。この区間は現道の県道瀬谷柏尾線を使用し、相鉄線を踏切で横断するため、周
辺道路を含めて慢性的な渋滞が生じています。
・Ｃ地区内の三ツ境下草柳線及び瀬谷地内線を整備することにより、瀬谷駅と三ツ境駅を
踏切を横断することなく結ぶことが可能となること、瀬谷区北部との道路ネットワークが
強化されることから、早期整備が必要とされています。

【基礎データ】
◆二ツ橋北部地区土地区画整理事業　約171.6ha　昭和33年3月13日都市計画決定
◆瀬谷駅北地区土地区画整理事業　約8.9ha　平成12年3月26日換地処分
◆3・4・14三ツ境下草柳線、3・5・6瀬谷地内線　平成26年12月5日都市計画変更
◆二ツ橋北部三ツ境下草柳線等沿道地区第１期地区事業計画 決定　平成27年８月25日

◇地域ニーズ等の収集手段

■１　日常の窓口対応等　　□２　市民からの提案等　　□３　地区担当制　　■４　地域懇談会等
■５　区民アンケート　　　■６　区民要望　　　　　　□７　関係団体からの要望
■８　その他（事業説明会での意見（地権者説明会等）　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

◇区民からの具体的な要望

地区内の地権者から、下記説明会等で事業の早期実現について要望があります。
・地権者説明会、まちづくり検討会、周辺地区まちづくり懇談会、ブロック別懇談会

◇これまでの区としての対応　※区運営方針に位置づけられているものはその旨記載してください。

・「都市計画マスタープラン瀬谷区プラン」では、三ツ境下草柳線を相鉄線北側の駅周辺
へのアクセスを高める道路、瀬谷地内線を区北部の循環ルートを形成する道路として位置
づけています。また、「土地利用の方針」としては、駅周辺および幹線道路周辺を中心地
域（B、C、Dブロック）、その他は住宅地域（A、Eブロック）や緑農地域（Fブロック）と
しています。
・二ツ橋北部地区の事業手法や段階的整備等について、平成16～19年度において都市整備
局との区局連携事業により検討調査を行いました。
・二ツ橋北部地区のうちＣ地区については、平成22年度にＣ地区の地権者に対する土地利
用意向調査、23年度に沿道まちづくり説明会、24年から地権者の意向を把握するためのブ
ロック別懇談会を区局連携で実施しました。
◇課題解決のための方策

①二ツ橋北部三ツ境下草柳線等沿道地区土地区画整理事業（第１期地区）の推進
②二ツ橋北部三ツ境下草柳線等沿道地区土地区画整理事業（第２期以降地区）の
　早期事業計画決定
③瀬谷地内線整備に伴う道路局との連携（相模鉄道本線以南）
④二ツ橋北部地区（約171.6ha）の取扱いの検討
　長期未着手地区の解消に向け、道路・公園等の基盤整備状況の詳細調査、地元調整



（様式２－２）

担当者名 小山 TEL

所管
局名

共通区

継続年数 新規
添付
資料

番号

予算関連

制度関連

局回答内容

担当者名 有賀、齊藤 TEL

対応しない場合

◇課題に対する局の考え方

　瀬谷区に設置した防災用屋外スピーカーは、災害対策のため瀬谷区境川流域に設置している
ことから、引き続きその運用・維持管理の対応をお願いします。
　今後、河川流域に設置の防災スピーカーに対してＪアラート情報などの緊急情報を放送する
ことを検討していきますので、その際には運用・保守についても同様に検討します。

◇対応する場合の課題

局事業名

提案内容
・

概算額等
防災スピーカー年間保守管理費（通信費含）： 千円

総務局　危機管理室　有賀係長、齊藤

対応する場合
◇対応の内容

　671-4141

対応の有無 対応しない 予算化見送り

総務局 緊急対策課

所管局課・担当者

令和２年度予算編成に向けた区提案反映制度調書

瀬谷区 総務課

367-5784

総務局 西区

参考：区執行体制上の課題 現行の体制で対応

提案種別 項 目

7 区設置の防災スピーカー年間保守管理

地域のニーズと
解決策

◇地域の課題、基礎データ等

　瀬谷区において、平成31年３月に設置いただいた境川流域の防災スピーカー（４基）につい
て、４月から運用を開始し、保守管理を瀬谷区が実施しています。また、他区についても年間
保守管理を区で実施している防災スピーカーがあります。
　一方、現在、市内では防災スピーカーの設置・工事事業が、災害情報の伝達手段の強化とし
て進めれています。そこで、当該浸水対応のスピーカーについても、既設置の津波対応のス
ピーカーや今後、整備が進められていくものと同様に、市で展開している事業の一つとして、
保守管理をお願いします。

◇地域ニーズ等の収集手段

□１　日常の窓口対応等 ■２　市民からの提案等 □３　地区担当制 □４　地域懇談会等
□５　区民アンケート □６　区民要望 □７　関係団体からの要望
□８　その他（ ）

◇区民からの具体的な要望

　瀬谷北部連合、本郷連合、瀬谷第二連合の３連合自治会長から、市長及び市会議長あてに
「境川の川沿いへの防災無線の設置」にかかる陳情をいただいた。

◇これまでの区としての対応　※区運営方針に位置づけられているものはその旨記載してください。

【これまでの瀬谷区の対応】（局）H28 局にて基本設計、H29 実施設計、H30 工事着手
（区づくり）H31.4月 区にて運用開始

◇課題解決のための方策

　現在、区で実施している防災スピーカーの年間保守管理を、市の防災スピーカー設置事業に
組み込み、市の予算から保守管理費を支出する。



（様式２－２）

担当者名 松木・山口 TEL

所管
局名

共通区

継続年数 新規
添付
資料

番号

予算関連

制度関連

局回答内容

担当者名 加藤、安見 TEL

参考：区執行体制上の課題 現行の体制で対応

局事業名 地区センター再整備等事業

提案内容
・

概算額等

令和２年度予算編成に向けた区提案反映制度調書

瀬谷区 福祉保健課・地域振興課

367-5702・367-5693

市民局
鶴見区、神奈川区、南区、港南区（①のみ）、保土
ケ谷区、金沢区、港北区（①のみ）、緑区、戸塚
区、泉区

◇区民からの具体的な要望

・地域ケアプラザ指定管理者から、両施設で修繕の足並みが揃わないことは、施設運営に多大な影響を及ぼすため、両制度の統一が求めら
れています。
・地区センター指定管理者から、施設の老朽化が進み、当初の想定以上に多くの修繕費が積み重なっており、金銭的負担が大きく、対応が
困難になっていると意見が出ています。

◇これまでの区としての対応　※区運営方針に位置づけられているものはその旨記載してください。

提案種別 項　　　　　　　目

8 地区センター等緊急対応予算の増額及び地域ケアプラザ合築施設における修繕費の扱いの統一

地域のニーズと
解決策

◇地域の課題、基礎データ等

①地区センター等緊急対応予算の課題
・地区センター等の修繕については、個性ある区づくり推進費の管理費のほか、緊急かつ重要な案件の場合にはストックマネージャーであ
る市民局の修繕費を活用して対応しています。しかしながら、市民局の緊急対応費は大変少額であり、必要な修繕等を速やかに実施するこ
とが困難な状況です。
・地域ケアプラザとの合築施設における改修工事において、地域ケアプラザが対応可能であっても、地区センターの予算不足により、速や
かに実施できなかった事案が発生しています。

②地域ケアプラザ合築施設における修繕の課題
・地区センターと地域ケアプラザの合築施設において、基本協定書に定める修繕費の扱いが異なるため、地域ケアプラザが小破修繕を希望
しても、地区センター指定管理者の修繕費不足により合意が得られず、早急な対応が困難となるケースが発生しています。
・地域ケアプラザは、修繕費の年額が60万円を超えた分については、本市予算の範囲内で年度協定を変更し、対応が可能です。一方で、地
区センターは修繕費の年額に関わらず、１件60万円未満は指定管理者の負担となっており、小破修繕が多く発生した場合は、指定管理者の
金銭的負担が大きくなります。
・近年は施設の経年劣化が進んでおり、施設の修繕がこれまで以上に多く発生している状況です。両施設が足並みを揃えて、必要な修繕を
速やかに実施できるよう制度を整える必要があります。
・他区において、両施設を一体的に整備・運営する検討が進められていますが、既存施設においても円滑に適切な保守管理ができるよう制
度を整える必要があります。

◇地域ニーズ等の収集手段
□１　日常の窓口対応等　　□２　市民からの提案等　　□３　地区担当制　　□４　地域懇談会等
□５　区民アンケート　　　□６　区民要望　　　　　　■７　関係団体からの要望
■８　その他（所管課からの要望　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

①地区センター緊急対応予算を増額する。
②地域ケアプラザとの合築施設である地区センター基本協定書において、修繕費の扱いを地域ケアプラザと同様に年額を考慮した内容とす
る。次期指定管理候補者の選定に合わせ、公募要項に反映していく。

30年度に、地区センターの所管である市民局地域施設課に文書にて改善の要望を提出しています。また、指定管理制度に関連して政策局共
創推進課に文書を共有しています。

◇課題解決のための方策

①地区センター等に係る緊急対応予算を増額し、緊急の修繕や改修等に対応可能とすることが必要です。
②地区センター・地域ケアプラザの合築施設において、両施設で足並みを揃え、速やかに必要な修繕を実施するために、基本協定書におけ
る修繕費の扱いを統一することが必要です。具体的には、地区センターの関連予算を個性ある区づくり推進費から市民局予算に移し、増額
した上で、基本協定書における修繕費の扱いを、地域ケアプラザと同様に、年額を考慮した内容とすることが求められます。市民局予算に
移すことにより、18区全体で施設修繕費の管理を行うことができます。年度により施設毎の修繕費が増減する中で、施設間で修繕費を調整
でき、スケールメリットにより計画的に安定した修繕を行うことができます。

市民局地域施設課　加藤、安見

対応する場合

◇対応の内容

➀　各区で対応する必要のある修繕（1件60万円以上100万円未満の修繕）については、
予算の中で対応しきれない案件、1件100万円以上の修繕であっても建築局が行う長寿命化対象外である案件、長寿命化対象案件だが対応が
保留されている案件が多数ある等の状況への対応の必要性について、課題として認識しております。
　今後、施設の更なる老朽化が進む中、人命や身体に関わる緊急性のある修繕に対応するため、緊急修繕費を計上します。
②　修繕費の年額の上限を設定することは、合築施設のみならず、全ての地区センター条例施設すべてに関係することであるため、関係部
署との調整が必要になります。
　地区センターと地域ケアプラザにおいて、指定管理者が負担する修繕費の考え方が異なることにより、速やかな修繕の発注ができていな
いことは課題であると認識していますので、今後関係局と検討していきます。

対応しない場合

◇課題に対する局の考え方

◇対応する場合の課題

671-2328

対応の有無 対応する 予算対応する

市民局 地域施設課

所管局課・担当者



（様式２－２）

担当者名 服部 TEL

所管
局名

共通区

継続年数 新規
添付
資料

番号

予算関連

制度関連

令和２年度予算編成に向けた区提案反映制度調書

瀬谷区 区政推進課

367-5631

政策局、都市整備局、道路局

参考：区執行体制上の課題 現行の体制で対応

提案種別 項　　　　　　　目

9 国際園芸博覧会来場者等をおもてなしする魅力空間の創出

地域のニーズと
解決策

◇地域の課題、基礎データ等

国際園芸博覧会（以下、「園芸博」という。）の開催を契機に、瀬谷駅周辺の都市施設をは
じめ、ハード、ソフトの両面での充実を図り、瀬谷駅から園芸博会場までのエリア全体で、
来場者等をおもてなしする魅力的な空間づくりに取り組む必要があります。

１．瀬谷駅北口駅前広場及び歩行者専用道路の基盤整備とアクセスルート等の充実
（１）基盤整備
　　電気・水道等のインフラ基盤が未整備、ストリートファニチャーの老朽化、環境対策の
実施
（２）相鉄瀬谷駅から園芸博会場までのアクセスルート等の充実
　　園芸博来場者に対するバリアフリー整備、多言語の案内サインの整備、誘導設備の充実
２．海軍道路の桜並木の再生
　桜の高齢化が進んでおり、桜の本数は年々減少
　→瀬谷区を象徴する桜並木の景観を再生する取組が必要
３．相鉄瀬谷駅の改良
　相模鉄道の協力のもと駅舎や自由通路の改良を検討する必要
４．交通ネットワークの充実
　園芸博会場周辺の交通ネットワーク等の整備を進め、生活道路への影響緩和、会場へのス
ムーズなアクセスの実現、歩道整備による来場者の安全対策

◇地域ニーズ等の収集手段

■１　日常の窓口対応等　　□２　市民からの提案等　　□３　地区担当制　　□４　地域懇談会等
■５　区民アンケート　　　■６　区民要望　　　　　　□７　関係団体からの要望
□８　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

◇区民からの具体的な要望
平成29年度瀬谷区区民意識調査
「瀬谷区を象徴するもの」の質問で、１位「緑の多い環境」に次いで、「桜並木」が２位回
答

政策局 国際園芸博覧会招致推進室 上嶋係
長
都市整備局 市街地整備推進課　岩間係長
　　　　　 都市デザイン室 山田係長
道路局 企画課 永井係長、西島係長
　　　 施設課 北村係長、藤波
　　　 維持課 徳重係長

所管局課・担当者

◇これまでの区としての対応　※区運営方針に位置づけられているものはその旨記載してください。

【瀬谷駅北口駅前広場の活用】
瀬谷オープンガーデン、大花壇の設置等の花と緑の取組や道路まつり等のイベントを実施

局事業名  

提案内容
・

概算額等

（１）園芸博等の事業計画の深度化に合わせて検討　　（４）上瀬谷および海軍道路の全体整備計画後調整
（２）新駅路線検討に含めて検討　　　　　　　　　　（５）調査検討費　１５，０００千円
（３）上瀬谷および海軍道路の全体整備計画後調整　　（６）整備路線の設計・測量費　２００，０００千円

◇課題解決のための方策

世界中のお客様をお迎えする街の魅力向上と環境改善
１．瀬谷駅北口駅前広場及び歩行者専用道路の基盤整備とアクセスルート充実への対応
　（１）基盤整備と快適な魅力空間の創出、（２）アクセスルート等の充実
２．海軍道路の桜並木の再生と魅力空間演出への対応
　（３）桜並木の再生、（４）園芸博会場までの海軍道路の魅力的な空間演出
３．相鉄瀬谷駅の改良への対応
　（５）相鉄瀬谷駅利用者の検討
４．交通ネットワークの充実への対応
　（６）周辺既存道路の改良等（瀬谷地内線、県道瀬谷柏尾等）



局回答内容

担当者名 上嶋 TEL

局回答内容

担当者名 岩間 TEL

局回答内容

担当者名
西島、永井（企画課）
北村、藤波（施設課）
徳重（維持課）

TEL

対応する場合
◇対応の内容

関係区局と連携しながら、来場者の円滑な輸送アクセス等について深度化を図ります。

671-4627

対応の有無 対応する 既存の事業で対応する

政策局 国際園芸博覧会招致推進課

対応する場合

◇対応の内容

(１),(４),(５)瀬谷駅北口駅前広場の基盤整備等については、旧上瀬谷通信施設地区の土地
利用基本計画に基づく土地区画整理事業の実施に向けた取組を明確にした上で、関係区局と
連携して検討していきます。魅力ある空間演出については、現在区が実施するオープンカ
フェ等による駅前広場の賑わい創出に向けた取り組みに協力しており、今後も、継続的な賑
わい創出の手法などについて、引き続き連携しながら取り組んでいきます。

対応しない場合

◇課題に対する局の考え方

対応しない場合

◇課題に対する局の考え方

◇対応する場合の課題

都市整備局 市街地整備推進課

671-2720

対応の有無 対応する その他

対応する場合

◇対応の内容

（２）（６）新たな交通の検討費及び上瀬谷地区周辺の道路整備路線の設計・測量費を局が
計上します。<企画課>
（６）本案件を踏まえ、対象事業の予算の状況や各区の事業の実施状況等に応じて、配付額
を決定します。<維持課>
（３）（４）旧上瀬谷通信施設及び桜並木を含めた全体整備計画に合わせて、関係区局と協
議しながら対応していきます。<施設課>

対応しない場合

◇課題に対する局の考え方

◇対応する場合の課題

◇対応する場合の課題

道路局 企画課、施設課、維持課

671-4608（企）
671-2785（施）
671-2782（維）

対応の有無 対応する 予算対応する
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